
ほかのどの戦略的必須事項よりもスピードこそが重要なこの時代に生き残り、繁栄する
ため、ライフサイエンス企業がデジタルファーストのジャーニーを加速させていることが、
当社の調査で明らかになりました。COVID-19による試練の中で磨き上げられた、デジタ
ルな働き方、ビジネスの進め方は、今後も消え去ることはありません。 
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エグゼクティブサマリー 

 

 
 
 
 
 

ライフサイエンス業界は、パンデミックによって、より一層の変化

に迫られ、デジタルテクノロジーの活用、戦略的な優先事項から

経営上の至上命題へと急激に移りつつあります。 
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ライフサイエンス業界は、イノベーションに対する保守的な規制が影響し、伝統的にデジタルテクノロジーの採用

が遅い業界でした。しかしCOVID-19が、この業界の将来を根底から根本から変革する、強烈で待ったなしの変

化をもたらしました。 
 

ワクチンの試験・製造から治療へのアクセス・提供まで、当

業界はあらゆる面において、迅速かつ大規模な形で変化へ

の順応を余儀なくされました。新しい働き方（リモートワーク）、

新たな仕事の進め方（すべてがオンライン）、そして新たな価値

基準（顧客と従業員の安全を第一）により、ライフサイエンス企

業は、デジタルが何をもたらすかについて認識するところと

なりました。COVID-19後の時代には、「デジタル」は単にテ

クノロジーをビジネスプロセスに適用すること以上の意味を

持つようになります。データ、知識、人、インサイトをつなげ

ることでビジネスに再投資し、従来保守的であったライフサイ

エンス業界を、プロアクティブな業界へと変えることを意味す

るようになるのです。 

 
この変化の時代における生き残りと繁栄を目指して、各企

業がどのように準備を整えているのかを把握するため、コ

グニザントのCenter for the Future of Workは、主要ライ

フサイエンス企業の幹部285名を含む全世界4,000名の

ビジネスリーダーを対象として調査を実施しました（調査

方法については21ページ参照）。調査の結果、Internet of 

things（IoT）、人工知能（AI）、オートメーション化、自動化、

データ分析を 

今後のライフサイエンス業界の変革の核として、インテリ

ジェントな意思決定、イノベーション機会の創出、経営面

での長期的なレジリエンス構築の実現を目指しているこ

とがわかりました。 

 
将来に渡り成長・繁栄するライフサイエンス企業は、その

インサイトによって医療顧客を支援することで、患者が自

分自身の健康・安心を自分自身で管理する意識を高め

ることに繋がり、最終的には永続的な信頼を築くことがで

きます。治療に対する管理や介入にとどまらず、健康へ

のより総合的なアプローチにまで価値を広げることで、

「ライフサイエンス」を「ライフケア」に転換していくのです。

たとえば、栄養学や運動にもっと注意が払われれば、イ

ンスリン治療や膝関節置換術の必要性が減少するかも

しれません。 

デジタルテクノロジーや、アナリティクス強化のための

データの一般化及び標準化により、医療面と営利面双

方を中心に据えた新たな価値提案を実現することができ

ます。 
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こうした機会を捉えるため、ライフサイエンス企業は、業界の

バリューチェーン全体のなかで、新しいコミュニティとパート

ナーシップを構築することが必要となります。本レポートで

は、企業はこのような変化に備え、ライフケア企業となってい

くために満たすべき必須事項を、包括的にガイドしています。 

 
特に重要なインサイトは次のとおりです。 

 
COVID-19により、ライフサイエンスの新たなデジタル

アジェンダが設定される。パンデミックが業界における

変化をさらに加速させ、デジタルテクノロジーの位置付

けが、戦略的優先事項から経営上の至上命題へと急

激に移りつつあります。ライフサイエンス業界の回答者

の半数以上（53%）が、デジタルな働き方とビジネスの

進め方に関し、今後さらなる変化が待ち受けていると

回答しています。 

 
デジタルとともに将来の成長を目指す。回答者は、平均

すると2023年までに自社の収益の8%がデジタルチャ

ネルによるものになると見込んでいます。この数字は

現在（4%）の2倍で、COVIDによって加速されたデジタル

対応の治療アクセス・提供モデルをより的確にサポート

できるよう、ビジネスモデルと経営モデルを全面的に

見直す必要があることを強調する結果となっています。

デジタル治療学や共同処方アプリの出現は、デジタル

がいかに医療面と商用面の価値を再定義しているの

かに関する、ほんの一例です。 

 
IoT、AI、自動化、データ分析がプロセス強化の中心

になる。ビジネスプロセスの強化に利用されている技

術の上位には、センサー /IoT（80%）、データ分析

（73%）、AI（68%）、プロセス自動化（47%）が並びます。

細胞および遺伝子治療の商用化は、こうした技術がい

かに医療面と商用面の価値向上に組み込まれている

のかを示す好例です。 

強化されたプロセスがビジネス上の利益を大幅に引き上

げる。回答者がプロセス強化により実現されるビジネス

成果として挙げている上位項目は、経営効率の改善

（31%）、意思決定（25%）、イノベーション（25%）、経営

面での有効性（24%）の４つです。たとえば、ある医療機

器メーカーは強化されたプロセスとツールを導入により、

設備に対するフィールドサービスを改善するとともに、

執刀医とスタッフに対する外科トレーニングを強化してい

ます。 

 
力は、機器ではなくデータに宿る。2023年までに機械に

よって実行されることになる作業の上位3項目として挙げ

られているのは、リアルタイムの情報に基づく複雑な意

思決定の遂行（23%）、エラーや実行可能項目を判別お

よび特定するための大規模データの選別（22%）、プロセ

スの改善（22%）です。データインサイトで患者を支援し、

健康管理と不健康状態の回避をプロアクティブに行うこ

とが、今後のニューノーマルとなります。 

 

機械だけが答えではない。人と機械の連携が鍵となりま

す。意思決定、イノベーション、学習が、2023年には最も

不可欠なスキルの上位3項目となります。こうしたスキル

の実行にいちばん長けているのは人間です。ただしそれ

は、人が単独で行うのではなく、AIやデータ分析により生

成されたインサイトや、インテリジェントな自動化がもた

らす効率的なサポートがあって可能になります。医療的

な意思決定のサポート用ツールは、疲弊した臨床医に

比べ、一貫して正確な診断をプロレベルで下すかもしれ

ませんが、データ処理の力を、患者の健康に影響する社

会的決定因子に対する臨床医の認識と組み合わせれば、

よりよい医療成果につながる治療面の意思決定がもた

らされます。 
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COVID-19：ライフサイエンスのターニングポイント 

 

 
 
 
 
 

ライフサイエンス業界はそれまで数年かかっていたことを約12

か月間で達成しました。それを実現したのは、数十年にわたる

研究補助、対象特定のためのAIの新たな活用、規制および資

金調達をめぐる協調的環境です。ライフサイエンスが人々の想

像を超えてはるかにアジャイルであることに、もはや疑う余地

はありません。 
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ライフサイエンス企業は、パンデミックの発生以来ずっと、息つく間もなく忙殺されています。一気に増加した診断用キット、
医療用機器、延命薬に対するニーズが、新型ワクチンの発見、試験、製造、流通の競争とあいまって、ライフサイエンス
企業の経営のあり方を激しく変化させました。 

 

医療開発に携わる米国のあるライフサイエンス企業のCOOは、

世界全体での自社の売上が2020年の上半期に12%伸びたと回

答しました。全体では、回答者の72%が、新型コロナウイルスは

自社の業績に対し好影響または極めて好影響をもたらしたと答え

ています。 

 
COVID-19がきっかけとなり、この業界では、最も効率のよいソリュー

ション、システム、プロセスを構築し、臨床研究者による安全で効

果的な治療法の開発を支援するとともに、その治療法を効果的に

製造および供給することが必要となりました。またライフサイエンス

企業としては、臨床医と患者のやり取りを含め、ビジネスにおける

あらゆる側面をオンラインに移行することで、ほぼ一晩のうちに運

用モデルを転換する必要がありました。科学者たちはこの病気の

理解を争い、研究者たちはAIの力で治療法を探し、そして機器メー

カーは科学者と研究者の両方と組んで、まずは実験室、続いて

医療現場で試験開発を行いました。中には、必要なCOVID-19

用装置の製造能力拡大のためのパートナーシップが一挙に築か

れたケースもありました。 

保健当局とライフサイエンス業界は、かつてないスピードでの業務

遂行を余儀なくされました。両者は国と企業をまたぐ形で連携し、薬

の開発、規制関連の書類提出、ワクチン承認を加速させました。約

12か月間で、ライフサイエンス業界はそれまで数年かかっていたこ

とを達成しました。それを実現したのは、数十年にわたる研究補助、

対象特定のためのAIの新たな活用、規制および資金調達をめぐる

協調的環境です。ライフサイエンスが人々の想像を超えてはるかに

アジャイルであることに、もはや疑う余地はありません。 

 

デジタルファーストの未来を受け入れる 

現時点では、当社の調査に回答したライフサイエンス企業のうち

25%のみが、ビジネス戦略、プロセス、サービスへのデジタル技術

の導入に関して、競合他社の先を行っていると感じています（図1参

照）。とはいえ2023年まで話を進めると、43%の企業が、競合より

先を行くことになると予測しています。 

 

この先のデジタル投入 
回答者には、ビジネス戦略、プロセス、サービスの変革のためのデジタル技術の導入における、他社と比べた場合の自社の状況を、

現在と2023年時点とで尋ねました（回答者の割合）。 

ほとんどの競合他社

の先、もしくははるか

先を行っている 

ほとんどの競合

他社と同程度 

ほとんどの競合他社の

後ろ、もしくははるか後ろ

に取り残されている 

 
 

 

現在 2023年 
 

回答者：ライフサイエンス企業の上級幹部285名 

出典：Cognizant Center for the Future of Work 

図1 
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13% 

9% 
8% 

4% 

 
 
 

デジタルは金のなる木 
回答者には、自社の収益のうちデジタルチャネルが生み出した分の割合を、現在と2023年時点とで尋ねました 

（デジタルチャネルによる収益の割合）。 

ライフサイエンス企業の回答者 全回答者 
 

現在 2023年 
 

回答者：全回答者4,000名、うちライフサイエンス企業の上級幹部285名 

出典：Cognizant Center for the Future of Work 

図2 

 
ライフサイエンス企業には、COVID-19のパンデミックへの対応策

として考案、実践したデジタルな働き方や行動様式（特にリモート

研究、「仮想」臨床試験、仮想審議）を捨て去るつもりがないこと

は明らかです。実際、ライフサイエンス企業の回答者の53%（対し

て全体平均は50%）が、パンデミックによって、デジタルな働き方

および仕事の進め方がさらに加速したと回答しています。アイル

ランドのある臨床研究企業の社長は、「弊社では、デジタルテクノ

ロジーを駆使して医師とのやり取りを最適化するため、新薬発見

から患者の識別に至るまで、社内全体の多数の業務を改善・進

化させているところです」と回答しています。 

 
ライフサイエンス企業は、現在では収益のわずか4%をデジタル

チャネルから生み出していますが、平均すると、2023年までには

その数字が倍増（8%）すると予測しています。デジタル収益の向

上を主導するのは、プロセス自体やプロセスの周囲に流れ込む

診断データの爆発的増加です。それによって、研究開発、製造、

サプライチェーンのプロセスにまたがるワークフローが改善すると

ともに、患者を対象とした革新的なサービスが次々に生まれるこ

とになります。この業界では、規制による制約や臨床医と患者に

よる受け入れの関係で、デジタルチャネルからの収益は引き続き

他業界の後塵を拝する見込みですが、それでもパンデミックにより、

変化に対する必要性と対応能力の両方が示されました。デジタル

技術は、戦略的優先事項から経営上の至上命題へと、急速にそ

の地位を向上させました。 

 
こうした意欲的な収益目標を達成するには、ライフサイエンス企業

は未来の患者を満足させる準備を整えなくてはなりません（詳細

は次ページの概観を参照）。パンデミックの結果、臨床医と利用者

のデジタル交流プラットフォームの使用が爆発的に増加するととも

に、同様の爆発的な増加が、消費者による医薬品アプリ、フィット

ネス用ウェアラブル機器、健康センサーの使用でも起きています。

ジムの閉鎖によって健康およびフィットネスアプリの利用者数が跳

ね上がり1、遠隔医療は数日のうちに患者と医療提供者にとっての

生命線となったのです。ある医療提供事業者では、2020年3月の

最終週だけで、遠隔医療での訪問が対前年比154%の伸びを記

録しました2。 

 
より健康的な生活のための助言を利用者に与えるEverlywell

の自宅テストのような、DIY型の遠隔医療診断の利用がニュー

ノーマルとなりました3。患者のもとに移動し実施する遠隔医療

や手術（医療提供者や保険会社との間で隔絶されたで設置さ

れたままではない）EMR/EHR活用プロセスの進展によって、

利用者は医療に対する利用可能性が更に広がります。米国

メディケアメディケイドサービスセンターによるデータの相互運

用性の新基準は、健康および医療データのより汎用的な活用に

向けた新たな一歩です4。分散型のデジタルまたは「仮想」臨床

試験によって、e-consentなどの従来型のデジタル対応ツール

と、さらに堅牢な遠隔医療ツールや臨床レベルのウェアラブル

機器との統合が実現され、患者は自宅からより手軽に臨床研

究に参加できるようになります。 
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概観 未来の顧客像を把握する 

 
 

Tanyaは平均的な中年層の働く女性です。Tanyaはかかりつけの診療所を出て車に乗り込み、安

堵のため息をつきました。先週、医師から検査のための予約の電話が入った時には、不安を覚え

ました。自分専用の健康管理計画に従ってはいたものの、スマートウォッチのデータと自宅のスキャ

ナーが、肝臓の病気の最初期の兆候を検知したのです。 

 
こうした病気の指標は、年に1回の検査によってではなく、リアルタイムで捕捉および評価されるため、

Tanyaと担当の医療チームは病気を効果的に管理し、治療に当たることができます。今や、

Tanyaの自宅スキャナーは定期的に特定の生体指標を監視し、食事や運動、睡眠に関するパー

ソナライズされた指示を送信してくれます。もし、こうした日常の行動に関するガイド付き介入では、

発病を遅らせたり、発病を防ぐためには不十分な場合、本人の遺伝子やマイクロバイオームに基

づく治療法の設計も可能です。必要であれば、本人の声に基づくパーソナルアシスタントにより、

治療の指示や治療法に関する実用的なヒントと合わせ、本人にリマインドすることもできます。 

 
Tanyaは、自分の健康と医療をきちんと管理できているため、自信を持っています。彼女は、新た

な医療利用者の象徴です。どちらも指先で操作できる、テクノロジーと豊富な医療情報が彼女を

強力に支えています。英国を拠点とするスタートアップのChronomicsのような企業は、利用者に

対して本人の健康データの所有権を付与し、医療やライフスタイルに関する選択肢の提供と予測

を行い、一律的な治療から個別の医薬品適用へと業界のあり方を変えています5。 

 
2025年までには、利用者は自分の健康と医療を自ら掌握するようになります。医療機関および

ライフサイエンス企業は、利用者が自分自身の健康を管理できるように構築したデジタルなエコ

システムの中に、自分たちの居場所を見つけなくてはなりません。患者は、より優れた情報を身に

つけ、健康意識を高め、より直感的かつ魅力的なツールを手に入れて、それまでの人生で最も健

康的な状態を維持することになります（未来の顧客像についての詳細は、当社のレポート

「Algorithms Over Brands: How to Reach Today’s and Tomorrow’s AI-Augmented 

Customer」6でご確認ください）。 

 
価値ベースの報酬モデルの増加に伴い、医療機関およびライフサイエンス企業は、臨床面、財務

面、経営面のリスクが共有される形へとビジネス関係を進化させます7。AIを活用し顧客が医療の

未来を形作る中で、ライフサイエンス企業は、在宅型、店舗型、仮想型の各診療が、従来の医療

機関での受診を補完する分散型医療提供市場で医療従事者と患者を支援するにあたり、自分た

ちがどのような役割を担うのかを見定める必要があります。相互接続された医療エコシステムの

中で、ライフサイエンス企業は他業界の参入者について、どのように導き、連携するのかについて

判断しなくてはならないのです。 
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https://digitally.cognizant.com/value-based-care-in-life-sciences-whats-it-worth-to-you-third-of-a-multipart-series-codex5396/


 

 

「機械の網の目」がプロセスを強化する 

 

 
 
 
 
 

ビジネスプロセス強化に向けてのライフサイエンス企業でのデ

ジタルテクノロジー活用は始まったばかリですが、そこでは大幅

な進歩が見込まれています。臨床研究（54%）、臨床開発

（44%）、研究開発でのイノベーション（33%）が、2023年までに

強化が見込まれているプロセスの上位3つです。 
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The Work Ahead 

 
 
 

ライフサイエンスのビジネスモデルおよびそれを支えるプロセスは、デジタルテクノロジーが表舞台に登場するはるか前に

形成されました。これらは、いずれも非デジタルビジネス環境における規制遵守の維持に向け設計されたものですが、今、

利用者、規制当局、ライフサイエンス企業、デジタルファーストのグローバルなビジネス環境下での安全かつ効果的な治療

法開発を、より適切に進めるための方法を模索しています。 
 

複数の有効なCOVID-19治療法の開発と承認は、根拠となる研

究の結論が確かなものである場合、治療法の発見プロセスは驚

異的なスピードで進むことを示しました。問題は、COVID後に、

どのようなプロセスとツールが、価値創出のために再現されうる

かということです。 

 
ビジネスプロセス強化に向けたライフサイエンス企業でのデジタル

テクノロジー活用は始まったばかリですが、2023年までには大幅

な進歩が見込まれています（図3）。臨床研究（54%）、臨床開発

（44%）、研究開発でのイノベーション（33%）が、将来の強化が

見込まれているプロセスの上位3つです。 

bioRxivによって実証されたとおり、公表前の科学研究へのデジタル

アクセスが、知識の普及速度を向上させることに、どれほどの貢献

可能性が秘めているかを一例として示しています8。普遍的なデジタル

プラットフォームおよびツールにより、研究者と利用者がデータを実

用的なフォーマットに集約することが可能となります。その例として挙

げられるのが「COVID追跡プロジェクト」で、このプロジェクトは科学

的進歩や臨床的発見に寄与し得るものです9。また予測分析も、ウイ

ルス検知や治療への応用を改善させる可能性を持っています。

Insilico Medicineの実績は、データ分析が治療法候補の特定を加

速させるために応用された1つの例です10。同社の予測システムはわ

ずか4日で、ウイルスを退治する薬物治療候補となる可能性を持った

数千の新たな分子を特定しました11。 

 

プロセス強化の急進 
回答者には、社員のパフォーマンスを向上させるため、どのようなビジネスプロセスにおいて、最新のテクノロジー活用を強化しているか、また強

化する予定かについて、現在と2023年までとで尋ねました（自社の進捗について「幅広く強化されている」と「プロジェクト/順調な強化を実行中」

とした回答者の割合）。 
 

現在の進捗 2023年までの進捗 
 

 
臨床研究 治験を含む

臨床開発 

研究開発の 

イノベーション 

情報サービス

および 

情報技術 

新製品および

新規サービス

開発 

生産および

運用管理 

 

 
サプライ 

チェーンおよび

パートナー管理 

営業、 

マーケティング、

顧客サービス 

戦略計画および

実行 

財務管理、会計、 

予算策定、分析、 

レポート 

 

 

回答者：ライフサイエンス企業の上級幹部285名 

出典：Cognizant Center for the Future of Work 

図3 

 
 
 

15% 

  7%  
4% 2% 

4% 

15% 15% 

20% 

20% 20% 

10% 
  7%  
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22% 

33% 

44% 

54% 
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上位の技術はIoT、AI、分析、自動化 
回答者には、ビジネスプロセス強化に向けて、さまざまテクノロジーをどの程度実装しているか、その状況を尋ねました（回答者の割合）。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
回答者：ライフサイエンス企業の上級幹部285名 

出典：Cognizant Center for the Future of Work 

図4 

 

回答者には、自社プロセスの強化において利用価値が最も高

いテクノロジーについても尋ねました。IoTが最も多くの注目を

集め、80%がある程度の実装を行っていました（図4参照）。ライフ

サイエンス企業は、コスト削減、健全性改善、従業員の安全確保

のためIoTの活用に目を向けており、製造およびサプライチェーン

の効率性を大きく改善する、利用者とのつながりを向上させる方

法を見つける、という2つの課題の下でIoTを活用しています。 

 
センサー、デバイス、ウェアラブル機器によって、今や臨床環境の

内外の情報をあらゆる方法で収集および分析できるようになり、

自動で手間もかからない監視が行えるようになりました。IoTは、

サプライチェーン全体の可視性と連携の向上にも役立っていま

す。これは、細胞および遺伝子治療にとっての必要条件であると

ともに、バイオ薬品企業や医療機器企業が製品在庫を改善し、

ロスと廃棄を削減するうえでのメリットももたらすものでもあります。 

5Gのパイロット案件を実施しているとした回答者はまだほとんど

いなかったものの、IoTと5Gとによって創造されるマシン機能は、

新たなレベルの機能性と可能性をもたらします。 

 
 

デジタルファーストのビジネスにおける3つのA：
AI、自動化（Automation）、分析（Analytics） 

回答者は、AIおよび分析の実装でも相応の進捗を示しています。

回答者の大多数（73%）が、分析によってデータから価値が生ま

れることを期待しています。リアルタイムのインサイトと意思決定

により、企業では生産およびサプライチェーンの非効率性を取り

除き、反復作業での人手介入を削減し、より高いレベルの新しい

業績基準を掲げることができます。 

 
あわせて68%の回答者が、AI活用のパイロット段階または実装段

階にあるとしています。AIの活用事例は、新薬発見から患者識別ま

で幅広く、医師による的確な使用に適合されてきています。 

 
 

進行中のパイロット案件がいくつかある 

実施済みのプロジェクトがいくつかある 

幅広く実装している 

センサー/ 
IoT 

データ 
分析 

AI プロセス 
自動化 

ブロック 
チェーン 

ロボット AR/VR チャットボット 自律または 
自動運転自動車
、ドローン、 

テレマティックス 

3D 
プリント 

5Gインフラスト
ラクチャおよび
アプリケーション 
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ライフサイエンス企業ではAIの活用により、リスク予測の正確性を

大幅に向上させ、より理解しやすい患者のケアを実現し、個々の

患者にとって最も効果的な治療法を決め、リアルタイムのインサイト

でのコンプライアンス支援を行っています。コグニザントの子会社

であるZenith Technologiesは、機械学習をバイオ医薬品および

医療機器製造の業務全体に適用し、生産性向上と市場参入まで

の時間短縮を実現しています。12 

 
ある臨床開発企業のCOOは、「当社では、特定の重病リスクを

発症前に予測できる潜在能力を持った機械学習アルゴリズムと

デバイスを開発しました」と回答しています。 

 
ウイルスとの闘いに通じて、あらゆる種類の病気の治療法発見を

加速するうえで、機械学習やその他のAI技術活用の重要性が再

認識されました。深層学習アルゴリズムは、タンパク質識別用の

巨大データベースを意味あるものにすることに貢献しましたが、こ

れはデータサイエンティストの理解を超えるものでした。 

 
感染爆発を最初に警告したシステムは、深層学習主導型の

BlueDotでした13。このインテリジェントなシステムは、世界保健機

関が一般向けに警告を発する1週間前に、クラアントに対してウイ

ルスへの警戒メールを送信していました14。また、深層学習システ

ムのAlphaFoldは、タンパク質構造と化合物との相互作用の予測

を実行し、新薬の促進や現行薬の推奨を行っています15。ますま

す洗練されていくAI、機械学習、深層学習の技術は、新薬発見の

手順を変えるとともに、将来のパンデミックへのより迅速な対応を

実現する可能性も持っています。 

プロセス自動化も、もはや選択肢の1つではなく、回答者の47%がパイ

ロット事業または実装の何かしらの段階にあることを示しています。

ある一流ライフサイエンス企業の上級幹部は、「当社では生産部門

の自動化を加速し、現場の人数を最小化して従業員の安全を確保

しています」と回答しました。臨床データサイエンス、コンプライアンス

管理、規制遵守、顧客とのやり取り、請求処理、説明文書作成、顧

客情報の入力などが、一般的に自動化による大幅なコスト削減を最

も期待できるプロセスです。たとえばAiCureは、臨床データサイエンス

向けのインテリジェントな自動化ソリューションで、そのまますぐに導

入可能です16。 

 
データ分析、自動化、認識技術を組み合わせは、分散型臨床試

験によって臨床開発を変革するとともに、研究機関が患者と連携

により、プロセス効率化を促進する方法論を変革します。たとえば、

ある企業では、モバイルアプリを背後で動かす機械学習アルゴリ

ズムにより、臨床試験中の患者が自らの医療履歴を統合すること

で、データの違いを把握し、何か不具合がある場合にはデータに

基づいた警告を受け取れるようになる、といったことも実現しようと

しています。 

 
また、インドのある薬品製造メーカーのCIOは、「当社では、プロトコル

開発用の臨床試験と臨床研究のため、AI、自動化、分析、コネク

テッドウェアラブル機器を組み合わせた利用を開始しました」と回答

しています。3つのA（自動化、分析、AI）は、未来の仕事のあり方の

実現に向けて、プロセスの深い部分に組み込まれる必要がある、洗

練された複雑なツール群として台頭しつつあります。 

回答者の47%が、プロセス自動化はも

はや検討の選択肢ではなく、パイロッ

トまたは実装実行段階にあると回答し

ています。 
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仕事の新しいルール：人＋機械 

 

 
 

 
 
 

高付加価値人材のスキルにおいて、イノベーション、意

思決定、リーダーシップ、学習の促進のために、人と機

械の連携を促すことが、ますます重要な能力になりつつ

あります。 
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今回の調査に回答したライフサイエンス企業は、今の時点から2023年の間に、インテリジェントな機械がデータ指向の作業
や複雑な意思決定の多くの部分をさらに担うようになり、そのような機械の担う業務の割合は現在の15%から、2023年まで
に23%に増加すると考えています（図5参照）。 

 

よりスマートな意思決定を実現するのは、ウェアラブル機器、セン

サー、デバイス、ソーシャルメディアツール、電子的医療記録など、

拡大の一途をたどる一連のデータソースを、デジタルプラットフォーム

を介して結びつけたうえで、AIツールで活用するという流れです。 

 
たとえば、AIプラットフォームのKenSciはビッグデータとAIを統合し、

臨床面、財務面、組織面のリスクを予測します。そこでは、現行ソー

スからデータが取り出されて、病気にかかる可能性があるのは誰

かということや、増加する医療コストの要因は何かということの予測

が行われています17。 

センサー、スマートプロセス、スマートドラッグは、ライフサイエンス企

業が価値創出に向けた連携を模索する際に影響を及ぼします。デ

ジタルなツールやアプローチを利用することで、臨床医とデータサイ

エンティストとは、薬の治験、他の医師、電子的医療記録、オンライン

の患者ネットワーク、或いはゲノム研究からの観察結果より得られ

たデータの統合と分析を行うことで、既にタスクの調整・統合が可能

となってきています。よりシンプルになった新しいデータ視覚化ツール

により、医師や科学者は技術的な支援を得ることなく、確実にデータ

を視覚化および解釈することが可能になります。 

 

機械利用の現状：定型作業から複雑な業務まで 
回答者には、さまざまなプロセスについて、どの程度までを人ではなく機械が実行するかについて尋ねました（機械が実行する業務の割合）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回答者：ライフサイエンス企業の上級幹部285名 

出典：Cognizant Center for the Future of Work 

図5 
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複雑な意思決定の
実行（リアルタイムの
情報と複数のデータ
に基づくものなど） 

エラーか実行可能
項目かを選別、特定
するための大規模
データセットの精査 

フィードバック、評価、
プロセス改善 

意思決定のための
選択肢/提案内容

の評価 

データの収集、
整理、管理 

意思決定内容遂行
のための実際の行動 

問題点の診断、 
予測と提案の実行
のためのデータの
発掘と分析 

入力データに基づく定
型的なルールベース
の意思決定の実行 

現在 2023年 



 
The Work Ahead 

 
 
 

イノベーション、意思決定、効率性が、プロセス強化の成果として期待される項目
の上位に 
回答者には、どのようなプロセスにおいて、プロセス強化の結果としてもたらされるさまざまな成果が期待できるかについて、現在と2023年時点

とで尋ねました（平均成長率）。 

 

現在 2023年までに 

 

 
経営効率 意思決定 イノベーション 運用の有効性 従業員体験 売上 

 
 

 
ブランド
の評判 

顧客体験 組織のアジリティ リスク管理、 

セキュリティ、 

規制遵守 

持続可能性 

回答者：ライフサイエンス企業の上級幹部285名 

出典：Cognizant Center for the Future of Work 

図6 

 
 

薬の開発、製造、サプライチェーン、および患者のアフターケア

にまたがる広範なプロセスから生成されたデータは、インサイト

を得るために収集、保存、選別、発掘することが可能です。18 

この事実は、多くの企業に対し、マスターデータ管理のための

構造と戦略の強化を促すことになります。各企業は、機械がも

たらす最善のインサイトを手に入れるため、社内全体にデータ

のサプライチェーンを構築することを検討しなくてはなりません。 

 
 

効率性から、より戦略的な成果へ 

テクノロジーによるプロセス強化で実現されるメリットについて

は、大半の回答者が経営効率を重視しているようです（図6参

照）。 

とはいえ、分析とデータの増加は、製造のレジリエンスやサプラ

イチェーンの柔軟性にも、さらなるメリットをもたらすはずです。 

 
より優れた意思決定やイノベーションなど、さらに戦略的な成果の

実現はもうすぐそこです。事実、ライフサイエンス企業の回答者で

は、プロセス強化によるイノベーションの向上への期待が、全業

界の平均をかなり上回っています（25%対10%）。企業の中核的

なオペレーションの整備、自動化、追跡、分析という大仕事が完

了すれば、機械学習の利用によるイノベーション機会は着実にも

たらされます。クラウドサービス、オープンAI、プラットフォーム、ク

ラウドソーシングの世界では、すべての組織が、自分たちの仕事

の未来を構築するための手軽で安価なツールに、容易にアクセス

できるのです。 

 
 
 

10% 

 4%  
3

% 

3

% 
1

% 

1

% 

12% 
14% 

16% 16% 

16% 

 5%  2

% 

6% 6% 

14% 

18% 18% 

24% 25% 25% 

31% 
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機械重視の世界で成長・繁栄するた
めのスキルセットの再定義 

調査回答者は、AI時代の人間の役割について、より現実的な視

点を持っています。図7で示されているとおり、高付加価値人材の

スキルにおいて、イノベーション、意思決定、リーダーシップ、学

習の促進のために、人と機械の連携を促すことが、ますます重要

な能力になりつつあります。 

意思決定や戦略的思考のスキルを最高レベルで発揮するのは、労

働者がAIとデータ分析により生成されたインサイトのサポートを受け

て、インテリジェントな自動化により決まり切った反復業務から解

放された時です。データドリブンのインサイトによって、人の役割

は、今後ますます何を成し遂げるかが重要となっていき、そこで

は意思決定、リーダーシップ、戦略的思考に対しての新しい形で

の注力が必要となります。テクノロジーによる能力強化で、医療

従事者は人と機械とをすべてのタッチポイントで 

組み合わせるようになります。発見から提供、顧客体験まで、従

事者たちは変化を受け入れ、新たなスキルを取り入れて、共通

の目的、すなわち患者のために協力し連携するのです。 

スキルとしてのイノベーションには強い需要があり、2023年まで

高い需要のまま推移することが見込まれています。コスト圧力や

競合との競争が高まる中、ライフサイエンス企業には、デジタル

テクノロジーの力を借りてビジネスモデルを革新し、新たな成長

機会を見つける必要があります。たとえば次のような内容です。 

❙ 製品のイノベーション：AIプラットフォームは製造用機械全体

の監視を支援するため、どのコンポーネントが故障するのか

を、早い段階で、その理由と合わせてすばやく識別できます。

またBioserenityは、スマート衣服、IoT、AIを利用して、てん

かん患者の診断、監視、検査を行うソリューションを共同開

発しています19。 

 

必要なスキルには人と機械の連携が求められる 
回答者には、以前と比べて現在重要性が増しているスキルと、2023年までに重要性が増すであろうスキルについて尋ねました。 

 

 
現在 重要性 2023年まで 

イノベーション（56%） 1 （57%）学習 

リーダーシップ（38%） 2 （56%）イノベーション 

意思決定（37%） 3 （55%）意思決定 

分析（34%） 4 （55%）戦略的思考 

戦略的思考（33%） 5 （55%）リーダーシップ 

営業（27%） 6 （50%）営業 

対人（26%） 7 （49%）分析 

コミュニケーション（23%） 8 （45%）コミュニケーション 

カスタマーケア（20%） 9 （39%）対人 

製造（18%） 10 （38%）カスタマーケア 

回答者：ライフサイエンス企業の上級幹部285名 

出典：Cognizant Center for the Future of Work 

図7 
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❙ プロセスのイノベーション：AIは、導入されているワークフロー

を監視し、すばやく既存のボトルネックを識別したうえで、新

たなアプローチを提案します。Organovoの3D印刷で形成さ

れた組織は、人の生物学的要素や病気の重要な側面を模倣

し、新薬発見のプロセスを加速します20。 

❙ 顧客主導のイノベーション：チームでは、製品が使われてい

る（あるいは使われていない）状況と、（少しずつおよび一気

に、の両面での）改善の余地がある部分に関して、リアルタイ

ムに継続的インサイトを入手できます。 

学習するスキル自体も、今後は極めて重要になると見込まれて

おり、2023年までにおける順位は、現在の10位未満から一挙に

躍進して1位です。ライフサイエンスにおける働き手強化がいまだ

初期段階にある点に鑑みれば、これは驚くようなことではありませ

ん。各企業では、まだ研究者、営業担当者、および別業界の参

入者が、AIやその他のデータ分析源に関する気づきを持ってい

る状態にはありません。 

米国のある医薬品企業のCFOは、「当社では、約3,000人の営業

社員に業務でのAI活用に踏み出してもらい、パイロット業務に着手

しました。AI仮想アシスタントが、情報を取得したり、データの同期

や視覚化を行ったりといった時間のかかる仕事をすべてこなし、従

業員はやり取りや会話などのより人間的な業務に集中することが

できました」 

 
現在及び将来に必要とされるスキルを持った働き手を育成するに

は、何十年もの年季が入った従来型の研修、学習モデル、アプロ

ーチのリセットが必要です。新たな学習モデル構築のため、各企

業はより柔軟なパートシップに取り組み、より短時間で回答が得ら

れ、より能動的な学習環境を用意することで、新たな統合型スキ

ルプログラムを提供しなくてはなりません（このトピックに関する詳

細については、当社のレポート「Relearning How We Learn, 

from the Campus to the Workplace」をご覧ください21）。 
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COVID-19後の世界のための処方箋 

 

 
 
 
 
 

COVID-19は、どこでどう治療にアクセスするか、という部分だ

けでなく、医療とライフサイエンスそのものの本質部分におけ

る移行をも加速しました。以前の受動的なシステムでは、人々

は病気にかかった際に医療の助けを求めていましたが、それ

が、予測的かつ予防的な医療ネットワークへと変化したのです。 
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ライフサイエンス組織はいくつかの手順を踏むことで、今まで単純に「何か大きなことが起きている」としか把握できていなか

ったところから、デジタルの不可避な普及が現実化するという期待の中で、大きな変化に投資をしていく状態へと遷移する

ために必要となる勢いを、確実に獲得し・維持することができます。 
 

ライフサイエンス企業は、今後自社の野心的な計画を達成して競

合の先を行くためには、デジタルファーストの投資、医療利用者の

関係性の再定義、チームの再編を優先化しなくてはなりません。こ

こでは、そうした企業のための処方箋をいくつかご紹介します。 

 

❙ 自社ブランドの核心部分に「健康」を位置づけ：人々の寿命は

伸び、自分の健康やウェルビーイングをさらに管理できるよう

になるデータへのアクセスも向上しています。消費者によるウェ

アラブル機器や健康/フィットネスアプリの導入・活用の増加は、

積極的な自己管理や健康の改善、潜在的な医療コスト削減に

対する要望の高まりを表すものです。先進的な企業は、すでに

前へと進んでいます。Johnson & Johnson Consumer Health

は、人と地球の双方の健康状態改善のために、今後10年間で

8億ドルを投資しようとしています22。 

❙ データドリブンな企業へ：データに対するアクセス、理解、解釈

の方法によって、そのライフサイエンス企業が持つライフケア

の提供能力が決定します。データの活用によって、ライフサイ

エンス企業はリアルタイムの実用的なインサイトを獲得し、患

者のニーズを見越して治療法を見つけるための迅速かつ正確

な予測を行うことができます。Health Bankでは、人々が自分

の健康データを中立的な独立プラットフォームでやり取りできる

ようにしています。その目的は、予防から治療まで、健康科学

におけるイノベーションを促進することです23。各企業は、利用

者から収集するデータの内容や、それをどう活用するのか、利

用者はそこからどんな見返りを得られるのかについての定義を

明確に行うことで、自社のデータ戦略の核に「透明性」を据える

ことが必要です。与えて得るというこの方程式を使いこなすこと

が、顧客の信頼を獲得・維持するうえで必要不可欠です。 

❙ イノベーションへの注力を優先：イノベーションを重視したガバ

ナンスモデル、プロセス、指標によって支えられたトップダウン

型の戦略的コミットメントを策定し、業務全体のデータサイエンス、

アルゴリズム、AIについて、より詳しく検討します。重点的に対象

とすべきは、社内全体での研究開発投資、イノベーションプログラ

ム、開発などです。業務やデータのサイロ解体に着手し、IT、 

データサイエンス、対象のビジネス領域の各専門家と連携します。 

データのサプライチェーンを構築し、臨床データを、健康アプリ/

サービスやソーシャルメディア由来の利用者が生成したデータと

組み合わせます。会社所有の 

データへのアクセスを可能にして、研究および臨床試験の成果や

患者人数の効果的な把握に関する改善を促進します。 

❙ 組織とチームの構造を再考：AIと自動化がさらに多くの反復作業

を引き受けるようになると、新たな業務要件がチームの構造を変え

ていきます。大規模な階層型チーム構造ではなく、小規模なチーム

が現れて、役割や機能をまたいだ流動性や柔軟性が実現するの

です。英国のある企業の最高戦略責任者は、「当社では、部署の

枠を超えた専門家の育成に力を入れて取り組んでいます。つまり、

臨床試験を担当している社員が、調達担当に異動することも可能

だということです。部門横断的な役割により、社内での知識の保

持と、計画、予測、サプライヤーの業績管理、マスターデータの維

持管理、リアルタイム報告を通じての戦略の間接的な強化が行

いやすくなります」。製品とサービスを人間味のあるものとする

ため、科学、技術、顧客体験の各スキルが混在するチームを編

成していくことが必要です。 

❙ 連携への強い取り組み姿勢（競合に対してではなく）。ウイルスと

の闘いで結集して以来、以前よりも多くのライフサイエンス企業が、

データの共有（可能な場合）、市場開発への共同投資が、自分た

ちのビジネスモデルに強く求められる大変革を促進するのだと認

識するようになっています。ライフサイエンス企業が、データから

チャンスを見出し、医療/患者ケアのエコシステムについての今後

の新たな方策を作り出す中で、そうした連携はさらに広がること

が見込まれます。Johnson & Johnson、AstraZeneca、GSKなど

の大手医薬品企業10社は、互いのデータに対する新薬発見の機

械学習アルゴリズムのトレーニングを行うため、初となるコラボレー

ションに乗り出しました24。 

このような共同アプローチにより、各企業でコストシェアとソリュー

ションの迅速な発見が可能となり、ライフサイエンス経済のあり方

が根本から変わっていきます。さらに、業界と学界、さらには患者

の権利グループとの間のパートナーシップが、健康と医療に深い

インサイトをもたらしてくれるため、希少な病気に関する業界の進

歩が加速します。 

 
 

 
 

ライフサイエンス企業は今後、自社の野心的な計画を遂行して競合の先を行く

ためには、デジタルファーストの投資、医療利用者の関係性の再定義、チーム

の再編を優先化しなくてはなりません。 
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ライフケアブランドを生み出す 

社会から病気をなくすことは不可能です。COVID-19は、どこでど

うケアにアクセスするか、という部分だけでなく、医療とライフサイ

エンスそのものの本質部分の移行をも加速させました。以前の受

動的なシステムでは、人々は病気にかかった際に医療の助けを

求めていましたが、それが、予測的かつ予防的な医療ネットワーク

へと変化したのです。この変化を実現しているのは、初期診断を

支援し、治療内容の提案を行うことで、医師の能力や医療従事者

の技能を拡張するアルゴリズムです。 

 
世界中の人口が高齢化し、慢性病が増加する中で、予測的、予

防的なケアが、健康と医療に関して、より低コストでの優れた成果

を約束してくれます。さらに、遺伝子編集などの新技術が、さらに

多くの種類の病気への対処を可能にし、治療からケアへの重点的

な対象の変化を支えます。 

ライフサイエンス業界は、よりレジリエントで継続性のある利用者中心

のケアシステムを構築するにあたって、次のパンデミックを待つ必要

はありません。2021年は、ライフケアブランド誕生の年となりました。

デジタルなツール、システム、アプローチを通じて、真に利用者の健

康とウェルビーイングに配慮するブランドです。 

 
自社の経営モデルを、「患者の処置」から「利用者のウェルビーイン

グへの注力」へと変革するライフサイエンス企業こそが、成功を収め

ることになるのです。最大の課題は、患者を監視とチェックが必要な

機械のように扱うのではなく、テクノロジーを利用することで、医療を人

間味のあるものにすることです。当社の調査からの最重要メッセージ

は、今こそ、量主導からケア主導のビジネスに移行して、真の変化を

もたらす時だ、ということです。本当の変革者であると証明されたライ

フサイエンス企業は、利益よりも人を優先し、適正なプロセスによっ

て利用者の信頼を獲得するのです。 
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コグニザントはOxFord Economicsに委託して、ライフサイエンス

業界の285名を含む4,000名の経営幹部および上級幹部への調

査を設計、実施しました。調査は、2020年6月から2020年8月の

間に、コンピューターの支援による電話調査（CATI）により行われ

ました。質問の約3分の1が、2016年の「Work Ahead」調査のも

のと同一だったため、回答を比較し、技術および将来の仕事に対

する姿勢の変化を追跡することができました。 

 
米国、カナダ、英国、アイルランド、フランス、ドイツ、スイス、ベネル

クス（ベルギー、ルクセンブルグ、オランダ）、北欧各国（デンマーク、

フィンランド、ノルウェー、スウェーデン）、シンガポール、オースト

ラリア、マレーシア、日本、中国、香港、インド、サウジアラビア、

UAEの回答者からそれぞれ回答を得ました。 

 
回答者の所属業界は14にわたり、回答者はそれぞれ、銀行、消

費財、教育、医療（利用者と提供者の両方を含む）、情報サービス、

保険、ライフサイエンス、製造、メディアおよび娯楽、オイルおよび

ガス、小売り、輸送および物流、旅行およびサービス、公共の各業

界に同等に分布しています。 

 

全回答者が収益2億5,000万ドル以上の企業に属し、うち3分の1

の収益が2億5,000万ドルから4億9,900千万ドルの間、別の3分の

1の収益が5億ドルから9億9,900千万ドルの間、残りの3分の1の

収益が10億ドル以上です。 

 
質問形式の調査に加え、OxFord Economicsは、国および調査対

象の業界全体にまたがる形で、幹部に対し30項目の詳細な聞き

取りを実施しました。聞き取りの対象となった内容は、新興テクノロ

ジーを活用したビジネスプロセス強化の実績を持つ組織の調査回

答者です。聞き取り内容は、このレポートの主要テーマでもある、

新型コロナウイルスのパンデミックの世界中での広がりを受け、企

業として戦略的対応策を練っていた際に直面する課題およびそれ

への対応策についての現実のケーススタディです。その結果として

得られたインサイトは、変わりゆく仕事の未来についてのさまざま

な視点を提供してくれるものとなっています。 

 
下の図は、全世界を対象とした今回の調査における4,000名の回

答者の分布を表しています。 

 

回答者（地域別） 回答者（役職別） 

スイス 1% 1% アイルランド 

カナダ 3% 

サウジアラビア 3% 

マレーシア 3% 

UAE 3% 

香港 3% 

シンガポール 3% 

オーストラリア 3% 

 
中国 4% 

33% 米国 

 

インド 4% 

 

日本 4% 

 
英国 5% 

 
ドイツ 6% 

 
 
 

 
7% 北欧各国 

 

 
8% ベネルクス 

（ベルギー、ルクセンブルグ、オランダ） 

フランス 6% （デンマーク、フィンランド、ノルウェー、スウェーデン） 

の 

（端数処理の関係で合計が100%にならない場合があります） 

 

調査手法 

13% バイスプレジデント 

13% 最高執行責任者 

13% 上級幹部直属のディレクター 

13% シニアバイスプレジデント 

12% 社長 

12% 最高経営責任者 

12% 最高財務責任者 

12% その他の経営幹部 
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Brian Williams 

Life Sciences Cognizantの最高デジタル
責任者 

Brian WilliamsはコグニザントのLife Sciences Practiceの最高デジタル責任者で、ケアへのアクセスとケア

の提供を促進するためのデジタル対応ソリューション設計を担当しています。また、Global Life Sciences 

Consulting Leaderでもあり、有力なバイオ医薬品企業および医療機器企業に対してマネジメントコンサル

ティングサービスを提供する、北米、欧州、アジアのチームを協力に支えています。 

コグニザントへの入社前はPwC/Strategy&に8年間在籍し、伝統的なバイオ医薬品企業や医療機器企業の

上級幹部に対し、医療業界で進行中の変革をベースにした助言を提供していました。また、業界に新たに参

入して、ケアやその成果についてのアクセスと規格を変革する道を探っていた、通信や技術、消費者向けな

どの製品を手がける非伝統企業の 

上級幹部への助言も行ってきました。さらに、医療の変革と、変革が医療業界にもたらすことの意味につい

て定義した多数の記事の主執筆者、または共同執筆者となっており、執筆した記事やその視点をきっかけと

して、米国、欧州、アジアでの業界イベントで数多くの講演を行っています。 

連絡先はBrians.Williams@cognizant.comです。 LinkedIn：www.linkedin.com/in/brian-s-williams-

6575375/ 
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